[bookmark: _Hlk227232018][bookmark: _Hlk110326088]読む数学　　　　瀬山士郎　著

[bookmark: _Hlk110325998]第１章　数と計算
一対一対応の原理、直接比較と間接比較
[bookmark: _Hlk226968846][bookmark: _Hlk110326042]・自然数
序数（順序数）･･･ 順序を表す数
[bookmark: _Hlk226968746]基数　　 　･･････ 多さを表す数
・位取り記数法と０
１０進法と２進法
・分数と小数
分離量･･･自然数で数えることができる量
連続量･･･単位を決めて測ることができる量
通分と約分　　有限小数と循環小数
・アルキメデスの原理
自然数はいくらでも大きくなる
・無理数（irrational  number）
　　ある単位設定に関して分数では表示できない量
　　循環しない無限小数
　有理数･･･分数で表示できる数
　rational  number （比になる数）
正方形の１辺の長さ×ｎ＝対角線ｘｍとなる自然須ｎ、ｍは存在しない。
この２つの量は通約不能
・実数
負数（概念として作られた数）も実数
・虚数と複素数

・その他
・素数（無限にある）
　　どんな自然数も素数の積にできる　　素因数分解
・双子素数
２だけの違いで隣り合っているもの（ex. ３と５）
・ゴールドバッハ予想
　　４以上のどんな偶数でも２つの素数の和になるだろう。
[bookmark: _Hlk227059295]・完全数（ex. ６＝１＋２＋３）
　　自分自身を除くすべての約数の和が自分自身になる数
・超越数
　　整数を係数とした方程式の答となる数を代数的数といい、それが無理数になるときは代数的無理数という
    ところがπのように整数を係数としたどんな方程式の解にならない数を超越数という
・たし算
　　780ｍ歩いて1200円の買い物をした時、合わせていくつか
[bookmark: _Hlk226973687]（780＋1200）には意味がない。 ＋＝　となるをたし算の単位元といい０と書く
＋＝０　となるを　の反数といい－と書く
・あべこべのあべこべは？
　　マイナスにマイナスをかけるとプラス
借金に借金をかけてどうして財彦になるんだはピントはずれ。
（お金にお金かけることには意味がない。
－の反数は　－＋＝０　＝－（－）＝
ひっくり返したものを、もう一度ひっくり返すと元に戻る。
・かけ算
　　かけ算は異種の量をかけることによって、新しい量を作り出す力がある。
10㎏×3ｍ＝30㎏・ｍ（仕事量）111
1  1

 単位元の存在　×＝×＝となるのこと111
　　 逆数の存在　　×＝×＝1となるのこと     ―　　　

第２章　文字と方程式
文字は分らないものをとおく。文字を使うことで数学は自由になる。
　 数学における文字の使用は、①一般定数として ②変数として ③未知数として
[bookmark: _Hlk227137136]・方程式
特定の値についてしか成り立たない。
　 九章算術では、「方」は正方形、「程」は割り当てるという意味で。
・一次方程式
・二次方程式
解の公式は平方完成の技術を使う。
２次方程式 の解の公式
[bookmark: _Hlk227662607]両辺をで割り、
　　　　　　　
としておく。
　　　　　
　　     　　　
[bookmark: _Hlk227225856]　　 　
　　 　    
            
したがって、
[bookmark: _Hlk227231640]            
というよく知られた２次方程式の解の公式が得られます。
　 は判別式


[bookmark: _Hlk227231292]・方程式を解くということ（その１）
　の解を α、βとすると
[bookmark: _Hlk227228844][bookmark: _Hlk227577922]　（−α）（−β）＝０
[bookmark: _Hlk227657515]　 −（α＋β）αβ＝０
つまり解と係数の関係は　
[bookmark: _Hlk227232841]・対称式と交代式
その式の２つの文字を入れ替えても変化しない式･･･対称式
その式の２つの文字を入れ替えると符号が変わる式･･･交代式

第３章　変化の法則と関数
[bookmark: _Hlk227742189]・変化の法則
f(）のｆはfunction（機能）の頭文字
　 数学的な関数はきちんとした規則を持ち、再現性がある。
   再現性とは同じ入力に対してはいつも同じ出力が得られること。正比例する関数の性質

　　　(1) ｆ(α＋β)＝ｆ(α)＋ｆ(β)
　  　(2) ｆ(Ｋα)＝Ｋｆ(α)
　 一般にこの２つの性質を持つ関数を線形写像という。
　 線型性とは、和を和に、定数倍を定数倍に移すという性質。
[bookmark: _Hlk227658629]・１次関数
線形性を少し視点を変えて見たもの。グラフは直線になる。
・２次関数と多項式関数
ｙ＝ｇ  物体の落下距離（ｙ）は落ちる時間（）の2乗に比例していて、その比例定数（重力定数）ｇは4.9ぐらい。
グラフは放物線となる。
[bookmark: _Hlk227663115]２次関数 ｙ＝ で、判別式を Ｄ＝ とすれば、Ｄ>０ なら グラフは軸と交わる。
[bookmark: _Hlk227657521][bookmark: _Hlk227659382][bookmark: _Hlk227658118]ｙ＝ｎ＋ｎ-1  ＋････ 1＋0 をｎ次関数（多項式関数）という。
[bookmark: _Hlk227660998]・対称関数
[bookmark: _Hlk227658767][bookmark: _Hlk227658907][bookmark: _Hlk227659145][bookmark: _Hlk227660221]ｙ＝f(）でｙの値にの値を対応させる ＝ｇ()を逆関数という。
[bookmark: _Hlk227659475][bookmark: _Hlk227660243]指数関数 ｙ＝の逆関数は ＝となる。
この逆関数に対数関数という名前をつけて ｙ＝ℓog とする。
（＝ と同じ意味）
 のとき　ｙ＝-1 　これも逆関数
・初等関数
多項式関数、分数関数、無理関数を代数関数、指数、対数、三角、逆三角の関数を初等超越関
数という。

第４章　微分と積分
[bookmark: _Hlk227661352]・極限という考え方

 ＝０　 どんな小さい数を取ってもｎを十分大きくとれば 
　 となるｎがある。
      具体的に違いが明示できないものは同じものである。
　　　　　0.9999 ････ ＝1
・微分とはがからhだけ変化したとき
[bookmark: _Hlk227664464][bookmark: _Hlk227664074]　　 ｙの変化量は　ｆ(＋h)－ｆ() となり、その比は
　　　  となり、ｈ → ０ としたときの極限値は
　となりその値を ＝ での微分係数という。
[bookmark: _Hlk227665078][bookmark: _Hlk227665105][bookmark: _Hlk227665085][bookmark: _Hlk227742420]　　　　このｆ() の新しい関数を導関数といいｙ´又はｆ´() と書く。
・積分とは
　　 ｙ＝ｆ() と軸で囲まれた部分の符号付面積を、関数ｆ() の から までの積分という。
　　 数学の証明
　　　 公理（誰もが正しいと認める事実）から出発し、正しい事実の連鎖を作る方法は演繹という証明方法。
[bookmark: _Hlk227745278]・原理の公理
　　定義とは「言葉の意味を決めるための言葉」。
　　現代数学では「点」とか「直線」を無定義用語としている。
　　ユークリッドの原論では
　　5つの公準（現代の公理）と10の公理がある。
　　　 5つの公準
[bookmark: _Hlk227743644]　　　　1. 任意の点から任意の点へ直線をひくこと。
　　　　2. および有限直線を連続して一直線に延長すること。
　　　　3. および任意の点と距離（半径）とをもって円を描くこと。
　　　　4. およびすべての直角は互いに等しいこと。
　　　　5. および1直線が2直線に交わり同じ側の内角の和を2直角より小さくするならば、この2直線は限りなく延長されると2直角より小さい角のある側において交わること。
      10の公理 
　　　　1. 同じものに等しいものはまた互いに等しい。
[bookmark: _Hlk227743814]　　　　2. また等しいものに等しいものが加えられれば、全体は等しい。
　　　　3. また等しいものから等しいものがひかれれば、残りは等しい。
　　　　4. また不等なものに等しいものが加えられれば全体は不等である。
　　　　5. また同じものの2倍は互いに等しい。
　　　　6. また同じものの半分は互いに等しい。
　　　　7. また互いに重なり合うものは互いに等しい。
　　　　8. また全体は部分より大きい。
　　　　9. また2線分は面積をかこまない。
　　　　10. 直線が直線の上に立てられて折角を互いに等しくするとき、等しい角の双方は直角であり、上に立つ直線はその下の直線に対して垂線と呼ばれる。
・背理法（帰謬法）
　　命題Ａを証明するために「Ａでない」と仮定してそこから矛盾を導く。その結果Ａでないという仮定が間違いだからＡが成り立つということ。
・正多角形
　 　定義･･･すべての辺と内角が等しい多角形を正多角形という
　　 正多面体には、正4面体、正6面体、正8面体、正12面体、正20面体の5つがある。
・黄金比
　　 　で1.618ぐらい

おわりに
　　数とは、人が何かを考えること。一般を扱うために考え出したとても重要な概念であり、道具なのです。
　　数という概念を表す記号（文字）を扱うようになり、数学は「モノ」ではなく、「コト」を扱うことに成功した。
　　現代数学の証明とは「ある仮定された事柄から、どのような事柄を導くことができるか」ということを言います。仮定された事実が正しいかどうかは数学の守備範囲ではないというのが、現代数学の基本的立場です。
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